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	体験通し自身を育てる体験通し自身を育てる体験通し自身を育てる

観 光 経 済 新 聞週 刊 （１４）２００９年（平成２１年）９月５日（土曜日）第２５２９号 第３種郵便物認可

中学校の修学旅行や教育旅行は大きく様がわりしてきた。単に見る行
為から一歩進んで自ら五感を使って何かを感じ取る体験が主流となっ
た。あるいは、核家族化で希薄になった人間関係を肌で感じる民泊も人
気が高い。一方で、多感なこの時期だからこそ、日本の歴史や文化に触
れて、知識と日本人の生き方を自ら感得する必要性が、グローバルな世
界では改めて問われている。学校が求め、実施している旅行とはどのよ
うなものか。目的や教育的意図、効果などを取材した。

公
文
国
際
学
園
は
、
１
９

９
３
年
に
公
文
式
教
育
の
創

始
者
で
あ
る
公
文
公
（
と
お

る
）
氏
に
よ
っ
て
創
立
さ
れ

た
中
高
一
貫
校
。
６
年
間
の

学
園
生
活
は
「
な
り
た
い
自

分
」
の
実
現
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
人
間
教
育
、
創
造
教
育
、

国
際
教
育
を
、
基
礎
期
（
中

１
、
２
）、
充
実
期（
中
３
、

高
１
）
、
発
展
期
（
高
２
、

３
）
の
各
成
長
段
階
に
合
わ

せ
て
、
き
め
細
か
で
効
果
的

な
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

い
わ
ゆ
る
修
学
旅
行
は
、

国
際
教
育
の
一
環
と
し
て
発

展
期
の
高
２
で
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
へ
行
っ
て
い
る
が
、
充

実
期
に
あ
た
る
中
３
で
は
日

本
文
化
体
験
を
実
施
し
て
い

る
。
０８
年
度
の
日
本
文
化
体

験
は
、


牛
コ
ー
ス
〜
牛
の

命
と
私
た
ち
�
合
掌
造
り
コ

ー
ス
�
ゆ
ず
コ
ー
ス
〜
ゆ
ず

を
求
め
て
ど
こ
ま
で
も


大

豆
を
訪
ね
て
コ
ー
ス
〜
ネ
バ

ー
・
ネ
バ
ー
・
ラ
ン
ド
�
日

本
家
屋
コ
ー
ス
�
江
戸
風
鈴

コ
ー
ス
〜
職
人
の
技
と
心
意

気

の
６
コ
ー
ス
が
設
定

さ
れ
た
。

各
コ
ー
ス
設
定
に
至
る
経

緯
を
振
り
返
る
と
き
、
こ
の

日
本
文
化
体
験
を
、
中
学
校

の
一
般
的
な
修
学
旅
行
に
例

え
る
の
は
難
し

い
。
６
コ
ー
ス

の
１
つ
「
江
戸

風
鈴
コ
ー
ス
」

を
担
当
し
た
阿

部
信
樹
教
諭
は

言
う
。

「
企
画
立
案

か
ら
体
験
論
文
集
（
リ
ポ
ー

ト
）
作
成
ま
で
、
す
べ
て
生

徒
が
主
体
と
な
っ
て
推
進
す

る
。
旅
行
会
社
選
定
に
当
た

っ
て
も
生
徒
が
コ
ン
ペ
に
か

か
わ
る
」

一
連
の
流
れ
を
追
う
と
、

日
本
文
化
体
験
の
実
態
が
み

え
て
く
る
。
キ
ー
ワ
ー
ド
は

「
日
本
文
化
」「
体
験
」「
生

徒
主
体
」
「
分
散
型
」
だ
。

日
本
文
化
を
テ
ー
マ
に
据
え

た
コ
ー
ス
企
画
は
、
２
年
次

に
各
ク
ラ
ス
の
数
人
ず
つ
が

班
を
形
成
し
、
そ
れ
ぞ
れ
が

内
容
を
研
究
し
た
上
で
、
他

の
班
に
対
し
て
ク
ラ
ス
内
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行

い
、
コ
ー
ス
の
絞
り
込
み
を

す
る
。
ク
ラ
ス
で
絞
り
込
ま

れ
た
コ
ー
ス
は
、
３
月
に
学

年
全
体
で
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
へ
と
移
り
、
３
年
次

に
実
施
す
る
最
終
的
な
６
コ

ー
ス
が
決
ま
る
。
さ
ら
に
、

興
味
を
抱
い
た
コ
ー
ス
ご
と

に
参
加
生
徒
が
集
い
、
体
験

に
ふ
さ
わ
し
い
研
究
内
容
の

コ
ー
ス
に
仕
上
げ
る
。

中
学
の
２
、
３
年
生
と
言

え
ば
、
社
会
に
対
す
る
知
識

や
経
験
が
十
分
に
成
熟
し
て

い
る
と
は
い
え
な
い
が
、
生

徒
が
主
体
と
な
っ
た
事
前
学

習
を
重
ね
る
こ
と
で
、
何
を

す
べ
き
が
確
実
に
身
に
つ
い

て
く
る
。
互
い
に
補
完
し
あ

う
こ
と
で
イ
マ
ジ
ネ
ー
シ
ョ

ン
は
無
限
に
広
が
る
。
そ
こ

で
の
教
諭
は
、
中
立
な
立
場

で
話
し
合
い
に
参
加
し
、
想

定
し
た
結
論
に
落
と
し
込
む

の
で
は
な
く
、
議
論
を
深
め

て
参
加
者
が
合
意
に
至
る
調

整
役

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ

ー
に
徹
し
て
い
る
よ
う
だ
。

そ
う
し
て
練
り
上
げ
ら
れ

た
コ
ー
ス
は
、
研
究
内
容
に

ふ
さ
わ
し
い
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
や
ア
ク
セ
ス
、
宿
泊

先
の
選
定
な
ど
具
体
化
の
段

階
で
、
旅
行
業
者
と
の
接
点

が
生
じ
る
。
生
徒
の
希
望
を

単
に
盛
り
込
ん
だ
だ
け
の
コ

ー
ス
造
成
で
は
、
体
験
旅
行

の
受
注
は
で
き
な
い
。
江
戸

風
鈴
コ
ー
ス
を
担
当
し
た
ト

ッ
プ
ツ
ア
ー
の
西
潟
拓
也
氏

は
「
研
究
先
の
選
定
を
は
じ

め
、
一
般
的
な
修
学
旅
行
と

は
異
な
る
発
想
で
取
り
組
ま

な
け
れ
ば
、
決
し
て
納
得
し

て
も
ら
え
な
い
」
と
振
り
返

っ
た
。
旅
行
会
社
選
定
の
コ

ン
ペ
に
も
生
徒
が
関
与
す
る

か
ら
だ
。
ち
な
み
に
、
コ
ー

ス
ご
と
に
旅
行
を
造
成
す
る

業
者
は
異
な
る
。
「
業
者
へ

の
マ
ル
投
げ
」
な
ど
、
こ
こ

で
は
一
切
無
縁
だ
。

日
本
文
化
体
験
は
、
実
施

へ
至
る
プ
ロ
セ
ス
と
同
様
に

事
後
学
習
も
周
到
に
組
ま
れ

て
い
る
。
実
施
か
ら
３
カ
月

後
の
１
月
に
は
、

次
の
体
験
者
と
な

る
１
、
２
年
生
に

成
果
発
表
の
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

が
待
っ
て
い
る
。

会
場
は
体
育
館
。

パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト

を
駆
使
し
た
大
型

ス
ク
リ
ー
ン
で
の

映
像
と
ナ
レ
ー
シ

ョ
ン
の
組
み
合
わ

せ
は
、
成
果
の
細
部
ま
で
リ

ア
ル
に
伝
え
て
い
る
。
見
聞

し
た
１
、
２
年
生
は
そ
の
場

で
感
想
を
記
述
し
、
そ
れ
が

感
動
度
合
い
を
示
す
投
票
結

果
に
も
な
り
、
最
も
高
い
評

価
を
受
け
た
１
コ
ー
ス
が
、

３
月
に
行
わ
れ
る
「
国
際
理

解
デ
イ
ズ
」
の
エ
キ
シ
ビ
ジ

ョ
ン
に
ノ
ミ
ネ
ー
ト
さ
れ

る
。
た
だ
し
、
１
、
２
年
生

が
そ
う
し
た
コ
ー
ス
を
踏
襲

す
る
わ
け
で
は
な
い
。
前
年

（
０７
年
度
）は
、捕
鯨
、
乳
業
、

忍
者
、
飴
細
工
、
茶
道
、
讃

岐
う
ど
ん
な
ど
の
文
化
体
験

が
行
わ
れ
た
事
実
が
、
そ
れ

を
如
実
に
物
語
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
一
連
の
日
本
文
化

体
験
は
、
体
験
そ
の
も
の
意

義
に
加
え
て
、
企
画
力
や
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、

問
題
設
定
と
解
決
へ
向
け
た

さ
ま
ざ
ま
な
能
力
を
、
生
徒

自
身
が
自
ら
身
に
つ
け
る
意

味
も
極
め
て
大
き
い
。

江
戸
風
鈴
づ
く
り
で
難
し
い
と
さ
れ
る
ガ
ラ
ス
吹
き
も
体
験

東
京
２３
区
の
ベ
ッ
ド
タ
ウ

ン
と
し
て
住
宅
地
が
広
が
る

都
市
・
武
蔵
野
市
。
同
市
は

山
村
留
学
に
ヒ
ン
ト
を
得
た

独
自
の
農
山
漁
村
で
の
宿
泊

体
験
学
習
「
セ
カ
ン
ド
ス
ク

ー
ル
」
に
お
よ
そ
２０
年
前
か

ら
取
り
組
ん
で
い
る
。
普
段

の
学
校
生
活
で
は
得
ら
れ
な

い
体
験
や
学
習
を
「
総
合
的

な
学
習
の
時
間
」を
中
心
に
、

特
別
活
動
や
社
会
科
、
理
科

の
授
業
に
位
置
付
け
て
行
う

も
の
で
、
９５
年
に
は
市
内
の

小
学
校
１３
校
が
、
９６
年
か
ら

は
市
内
公
立
小
中
学
校
全
１８

校
が
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
を

開
始
。
現
在
、
市
内
の
小
学

５
年
生
と
中
学
１
年
生
で
行

っ
て
い
る
。

市
の
中
心
部
に
位
置
す
る

武
蔵
野
市
立
第
四
中
学
校

（
全
校
生
徒
４
３
８
人
）
も

９６
年
の
ス
タ
ー
ト
以
降
、
静

岡
県
御
殿
場
市
な
ど
で
実

施
。
０１
年
か
ら
は
長
野
県
の

南
信
州
地
域
、
特
に
こ
の
６

年
は
売
木
村
で
の
滞
在
と
体

験
を
中
心
に
行
っ
て
い
る
。

静
岡
へ
行
っ
て
い
た
当
時
は

企
業
見
学
な
ど
を
行
っ
て
い

た
が
、「
農
業
体
験
を
さ
せ
る

こ
と
で
、
自
然
や
地
元
の
人

と
触
れ
合
い
を
体
験
さ
せ
た

か
っ
た
」
と
、
長
野
の
セ
カ

ン
ド
ス
ク
ー
ル
選
定
の
経
緯

を
熊
井
重
彰
校
長
は
語
る
。

昨
年
は
５
月
３０
日
か
ら
６

月
３
日
ま
で
の
４
泊
５
日
の

日
程
で
実
施
。
１
年
生
１
４

８
人
が
参
加
し
た
。
キ
ャ
ン

プ
場
で
の
飯
ご
う
炊
さ
ん

や
、登
山
な
ど
を
行
っ
た
が
、

や
は
り
最
も
重
要
視
し
て
い

る
の
は
、
２
日
目
の
午
後
か

ら
３
日
目
の
夕
方
ま
で
の
農

家
泊
と
農
業
体
験
だ
。

生
徒
ら
は
４
、
５
人
ず
つ

の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
売

木
村
を
中
心
に
、
同
村
に
隣

接
す
る
町
村

の
農
家
３６
軒

に
分
宿
。
農

家
ご
と
に
薪

割
り
や
畑
の

草
刈
り
、
シ

イ
タ
ケ
の
菌

を
繁
殖
さ
せ

た
「
駒
」
を

木
に
打
ち
込
む
「
シ
イ
タ
ケ

の
駒
打
ち
」
な
ど
に
取
り
組

ん
だ
。

各
農
家
へ
は
事
前
に
顔
写

真
入
り
の
自
己
紹
介
カ
ー
ド

と
あ
い
さ
つ
状
を
送
付
。
す

で
に
生
徒
の
名
前
と
顔
を
覚

え
て
待
っ
て
い
て
く
れ
た
農

家
の
人
に
生
徒
は
み
な
、
す

ぐ
打
ち
と
け
た
と
い
う
。

「
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー
ル
終

了
後
の
事
後
作
文
で
も
農
家

宿
泊
に
つ
い
て
書
く
生
徒
は

多
く
、
一
番
の
思
い
出
と
な

っ
て
い
る
よ
う
だ
」
と
熊
井

校
長
は
話
す
。
農
作
業
体
験

も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
受
け

入
れ
農
家
と
の
触
れ
合
い
は

代
え
が
た
い
体
験
と
な
っ
て

い
る
。
た
っ
た
１
泊
の
滞
在

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
そ
の
時

間
に
生
ま
れ
る
結
び
つ
き
は

強
く
、
「
セ
カ
ン
ド
ス
ク
ー

ル
後
に
手
紙
の
や
り
取
り
を

続
け
る
生
徒
は
も
ち
ろ
ん
、

夏
休
み
に
家
族
で
泊
ま
り
が

け
で
訪
問
す
る
生
徒
も
い
る

ほ
ど
」
（
熊
井
校
長
）
。

そ
れ
ほ
ど
充
実
し
た
時
間

で
あ
る
た
め
、
農
家
泊
に
つ

い
て
は
２
泊
の
実
現
が
学
校

側
の
理
想
だ
。「
２

泊
で
あ
れ
ば
、
農

業
の
素
晴
ら
し

さ
、
大
変
さ
な
ど

も
っ
と
深
く
体
験

さ
せ
ら
れ
る
の
で

は
な
い
か
」
と
熊

井
校
長
は
考
え

る
。
し
か
し
受
け

入
れ
側
の
高
齢
化

や
兼
業
農
家
の
負

担
な
ど
か
ら
そ
の

実
現
は
難
し
い
。

そ
こ
で
２
泊
で

き
ず
と
も
住
民
と
の
交
流
や

農
業
体
験
を
充
実
さ
せ
よ
う

と
、
昨
年
初
め
て
民
泊
の
後

に
田
植
え
体
験
を
行
っ
た
。

規
模
の
大
き
な
田
ん
ぼ
を
使

い
、
両
側
に
一
列
に
並
ん
だ

生
徒
た
ち
が
双
方
か
ら
苗
を

植
え
て
い
く
「
学
年
合
同
田

植
え
」
。
両
側
か
ら
張
ら
れ

た
ガ
イ
ド
ロ
ー
プ
を
頼
り

に
、
学
年
全
員
が
一
斉
に
植

え
進
ん
で
い
く
様
子
の
ス
ケ

ー
ル
の
大
き
さ
、達
成
感
は
、

「
生
徒
に
と
っ
て
非
常
に
印

象
的
な
体
験
と
な
っ
た
よ
う

だ
」
（
熊
井
校
長
）
。

ま
た
、
田
植
え
体
験
は
村

と
の
継
続
的
な
つ
な
が
り
も

生
ん
だ
。
役
場
の
担
当
者
が

生
徒
た
ち
の
植
え
た
苗
の
様

子
を
写
真
に
撮
り
、
１１
月
ま

で
の
間
定
期
的
に
学
校
に
知

ら
せ
て
く
れ
た
の
だ
。「
廊
下

に
張
り
出
さ
れ
る
稲
の
写
真

を
生
徒
た
ち
も
楽
し
み
に
し

て
い
た
。
本
当
に
あ
り
が
た

い
心
遣
い
だ
っ
た
」
（
熊
井

校
長
）
。
さ
ら
に
秋
に
は
６０

�
�
の
新
米
と
な
っ
た
生
徒

た
ち
の
稲
と
共
に
売
木
村
の

人
が
学
校
を
訪
問
。
そ
こ
で

も
生
徒
と
売
木
村
の
人
と
の

交
流
が
生
ま
れ
た
と
い
う
。

四
中
の
生
徒
の
ほ
と
ん
ど

は
武
蔵
野
市
の
３
つ
の
小
学

校
か
ら
進
学
し
て
く
る
た

め
、
小
学
校
で
セ
カ
ン
ド
ス

ク
ー
ル
を
経
験
し
て
お
り
、

「
農
業
体
験
は
初
め
て
」
と

い
う
生
徒
は
ほ
と
ん
ど
い
な

い
。
そ
れ
で
も
農
業
体
験
や

地
元
の
人
と
の
触
れ
合
い
を

「
新
鮮
な
体
験
」
と
生
徒
に

感
じ
さ
せ
る
に
は
、
「
周
囲

の
働
き
か
け
が
重
要
」
と
熊

井
校
長
は
指
摘
す

る
。「

体
験
そ
の
も
の

は
同
じ
で
も
、
小
学

生
と
中
学
生
で
は
学

び
の
内
容
、
質
は
異

な
る
。
中
学
生
の
知

識
や
中
学
生
へ
の
学

習
内
容
に
合
っ
た
事

前
指
導
が
あ
れ
ば
こ

そ
、
小
学
生
で
は
な

く『
中
学
生
の
』

セ
カ
ン
ド
ス
ク

ー
ル
と
な
る
」

（
熊

井

校

長
）
。

そ
の
た
め
同

校
で
は
事
前
学

習
に
総
合
的
な

学
習
の
時
間
１５

時
間
を
当
て
、
学
年
、
ク
ラ

ス
、
班
単
位
で
の
発
表
会
や

生
活
の
決
ま
り
作
成
な
ど
を

実
施
。
ま
た
飯
田
市
の
農
業

や
リ
ン
ゴ
の
栽
培
方
法
な
ど

の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
べ
学

習
を
行
い
、
個
人
新
聞
を
作

成
さ
せ
て
い
る
。

熊
井
校
長
は「『
あ
、
小
学

校
で
も
や
っ
た
よ
』
で
終
わ

ら
せ
て
は
い
け
な
い
。
受
け

入
れ
農
家
側
の
農
業
体
験
の

さ
せ
方
や
生
徒
に
対
す
る
接

し
方
な
ど
も
含
め
、
教
師
ら

大
人
の
働
き
か
け
方
が
生
徒

の
学
習
成
果
に
大
き
な
影
響

を
与
え
る
」
と
話
す
。

学
校
法
人

公
文
国
際
学
園

武
蔵
野
市
立

第
四
中
学
校

６
コ
ー
ス

各
３
泊
４
日

０８
年
１０
月

実
施

南
信
州
地
区

４
泊
５
日

０８
年
５
月

実
施

一斉に苗を植え進んだ南信州での田植え体験

阿部信樹教諭熊井重彰校長

生
徒
の
多
様
な
能
力
を

日
本
文
化
体
験
で
活
現
へ

ふた手に分かれての田植えは壮観

大
人
の
働
き
か
け
方
が

学
習
成
果
に
影
響
与
え
る

慣れない作業に汗が光る

江戸風鈴コースの初日、篠原風
鈴本舗で職人と対面（上）の後、尾
島硝子工芸へ（いずれも東京都
内）。２日目以降は竹炭工芸都美、
木之本漆器（いずれも福島県内）、
さらに及原鋳造所（岩手県）、４日
目は再び篠原風鈴本舗に戻り、各
所で学んだ江戸風鈴との違いな
ど、毎晩討議を続けた成果を発表
（下）。日本文化を守る後継者不足
をはじめ、もの作りの温かさ、職
人技と達成感などが語られた。
篠原風鈴本舗では風鈴の内側か

ら描く絵付けも体験した（中）。
地
元
の
厚
意
で
早
朝
の
釣
り
体
験

６コースで体験した日本文化に
ついて、参加者全員が思いを込
めて執筆したA４版５００ページ
に近い論文集。そこには、中学
生ならでは、あるいは中学生を
越えた内容がつづられている。

http://www.kankokeizai.com/FS-APL/FS-BBS/index.cgi?Code=oyado01
http://www.toei-eigamura.com/

